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かげの動きと太陽の位置観測器

熊本巾-立帰山小学校教諭森川 潤

1 作製の動機

ある同僚の先年ーから、 3年小ーの単jl;fかげのでき方と太陽の光Jの中の学習活動で、かげの向き

と太陽の位世を測定するのに、 簡単で正確にできる教只があったらいいな。Jとしづ相談を受けたc

体感する理科教育が重視されている今日、教科書では、実際にチども 自身がかげの動きと、太陽の

動きを遮光肢を使って時間の経過とともに観察するとし寸)j法である。 この体感学習と同時に、か

げの長さと太陽の高さにも興味・関心をもたせ、拝観的にかげの動きと太陽の位障がまとめられる

観測のための教具が必要だと考えた。そこで、了ーどもたちが前述の体感学習をした後で、向分から

見たかげの動きと太陽の位置を客観的に観測してまとめる教具として、訴もが簡単にできて、しか

もある程度正締なものであることをめざして、この教具の作製に取り組んだc

2 教具作製の工失点、

(1) 安価な材料で、教師自身が簡単に作製できること。

(2) 太陽先の当たる車内外の狭いスペースでも観測できること。

(3) 観測器を世く場所が多少傾いていても、正確に南北を指し測定できることc

(1) かげの)jl旬、長さから、簡単に太陽の高さが記録できること。

(5) 観測結果を視覚的に、分かりやすくすること。

以上のねらいで教具を工jょした。

3 作製の手順

(1) 薄いデコレーションパネル(厚さ 5凹発泡スチロ」ソレ板)を半径11 cmのI'Jに切り取る。

(この円形デコレーションパネノレを、以後ー凶転板Jと記述)

(2) 凶転板の南北方向のそれぞれの端に2個の円形マグネットを取り付けるじ

(3) 中心部にOHl'用透明シー トで高さ 5cmの三角錐状の棒を立てる。

(心 向転板の4方向に爪掛枝の先をさし、 突起を作るc (深llllの中で、 円)1予の阿転板が向転しやす

くするため)

(5) 植木鉢用の受け皿 (98中深皿)の内側にミシン油を塗り水を

入れるc

(6) その受け皿に作製した回転板をj手かべるc

以トで観測訳本体が完成する。(写真 1) 

次に、観測器(凶転板)に取り付ける記録シー トの作製は、次の

通りであるG

(1) A 4サイズ周紙に南を上にして4方位を記入する。(写真1)観測錨の本体

(2) 北半分に同心の半円 (1 cm間隔)を描く c (かげの長さを測定する 同盛りとして)

(~)南半分に 7木のヤ行線を引く。(太陽の高さを卜.から lぴ'ずつの円椛りとして)

(t1)上記のA4用紙をコ ピーできるOHP用透明シートに複写する。(回転板にのせて記録するた

めのシートになる。)

(5) そのOHP用透明シー トを回転板と|百lじ大きさ (γ径l1cm) に切り 巾心部にス角錐を通すた
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めのVカットを入れる 3

以上で記録用の透明シートが完成するc (写真2)

4 使用方法

(1) 晴れる 1Hを選び、観測探をよ陽光の当たる場所に設置する。

(2) 決めた観測時間に、かげの先端部に印をつけるつ(写実3)

(3) 観測が終わったら、記録シートを取り外し、印をした時間を

その上に記入する。

(4) 印と中心を線で結び、長さを測定するc (シー トの同心半円

から読み取れる。)

E 主主B

. 

=・山町.

(写真2)記録用の透明シート

(5) そのかげの長さの時の太陽の高さを、|かげの長さ と太陽の高さ早見表J(下記の表)から換算

する。

(6) 北側にあるかげを南側の)nこ伸ばし、換算した太陽の高さ との交点のところに太陽の位直を記

人する。

(7) 各時間のかげで④~⑥の作業を繰り返すと、 1口の太陽の位置の変化が記入できるc (写真4)

(8) できた記録シートを、掲示用台に置いてーかげの動きとλ-陽の位置Jをまとめる。(写実5)

『かげの長さと太陽の高さ早見表J (棒の高さが5cmの場合)

(写真3)観測をしているところ (写真4) 1日の観測結果 (写真5)記録シートを掲示台に

5 使用上の留意点

。向転板は風に影響を受けやすいので、風を防いで使用する。

0観測器は、近くに儲有に影響を与える鉄製の物がないところで使用するc

O回転肱は水に浮いていて不火定なので、記録シ}トにかげのJ頁点を記入する際は、マジックの先

で点を打ち観測終了後に時間やかげの線を引く 3

0今回の観測取が使える時期は、学校での授業が午前 9時から午後 3時までを偲定し、梓の両さを

5 cmと設定したの

6 教具工夫の成果

O安価な材料 (100円ショップで、デコパネや中深Jlllが準備できるυ)で作製ができた3

0傾いた設世場所でも、水平を保つことができ、概めて正確な結果が出せたc

0透明な記録用紙を工夫したことで、かげの長さと);"1句を記入することができ、簡単に太陽の高さ

と)j角が表示できた3

0実際の写真背景に透明な記録したシー ト会セットできるよう にしたことで、かげの|旬きと太陽の

位置(高さと方角)にリアル感が増し、客観的な理解の手助けとなったc
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